
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
春
と
い
う
漢
字
の
甲
骨
文
字

（
こ
う
こ
つ
も
じ
）
は
、
桑
の
芽
が
伸
び
き
っ
た
形
を

表
（
あ
ら
わ
）
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

三
月
の
こ
と

を
「
弥
生
（
や
よ
い
）」
と
い
う
の
も
、
草
木
の
息
吹
（
い

ぶ
き
）
が
、
勢
い
づ
く
、「
草
木
、
い
や
よ
い
づ
き
」
か

ら
き
て
い
る
そ
う
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
よ
う
に
、
庭

の
梅
も
少
し
花
を
咲
か
せ
た
よ
う
で
、
「
春
は
き
に
け

り
」
の
昨
今
で
す
。 

歳
末
か
ら
、
様
々
な
行
事
に
、

「
平
成
最
後
の
」
と
い
う
冠
（
か
ん
む
り
）
が
、
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、

い
よ
い
よ
、
今
上
陛
下
（
き
ん
じ
ょ
う
へ
い
か
）
に
お

か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
光
格
天
皇
以
来
二
百
年
振
り
と

な
る
御
譲
位
（
ご
じ
ょ
う
い
）
で
、
五
月
一
日
よ
り
改

元
（
か
い
げ
ん
）
で
す
。 

平
成
も
、
余
す
と
こ
ろ
、

一
月
と
十
日
と
な
り
ま
し
た
。 

私
の
宮
司
プ
レ
ス
、

本
日
発
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
号
が
、
平
成

最
後
の
発
行
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。 

そ
れ
で
な
く
て
も
、
二
月
の
発
行
は
お
休
み

と
な
り
、
約
二
ヶ
月
ぶ
り
の
発
行
、
季
節
と
は
裏
腹
に
、

な
か
な
か
発
行
の
ス
ピ
ー
ド
が
、
勢
い
づ
か
な
い
よ
う

で
あ
り
ま
す
。 

毎
月
順
調
に
発
行
を
続
け
て
い
れ
ば

百
五
十
四
号
の
発
行
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、 

     

と
う
と
う
遅
れ
の
累
積
（
る
い
せ
き
）
も
一
つ
積
み
上

げ
て
し
ま
い
、
十
二
ヶ
月
遅
れ
の
発
行
で
す
。 

お
待

た
せ
し
ま
し
た
宮
司
プ
レ
ス
百
四
十
二
号
の
発
行
で

す
。 

 

◇
遺
伝
子
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
村
上
和
雄
先
生

は
、「
人
間
の
全
遺
伝
子
情
報
（
ゲ
ノ
ム
）
の
差
は
、
ノ

ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
う
天
才
と
普
通
の
人
と
を
比
べ
る

と
、
僅
（
わ
ず
）
か
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
差
し
か
な

い
。 

ゲ
ノ
ム
レ
ベ
ル
で
見
れ
ば
、
人
間
は
九
十
九
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
同
じ
で
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

す
。 
実
は
、
論
語
に
も
、「
性
相
近
（
せ
い
あ
い
ち
か
）

し
、
習
（
な
ら
）
い
相
遠
（
あ
い
と
お
）
し
」
と
あ
り

ま
す
。 

人
の
性
は
生
れ
た
時
に
は
あ
ま
り
差
は
な
い

が
、
長
（
ち
ょ
う
）
じ
て
異
（
こ
と
）
な
っ
て
く
る
の

は
、
習
慣
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

福
沢

諭
吉
（
ふ
く
ざ
わ 

ゆ
き
ち
）
さ
ん
は
、「
家
庭
は
習
慣

の
学
校
で
あ
る
」
と
「
学
問
の
す
す
め
」
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。 

村
上
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
、
〇
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
、
論
語
の
「
習
い
」、
さ
ら
に
、
福
沢
諭
吉
さ
ん

の
い
わ
れ
る
家
庭
が
、
人
間
の
使
命
や
個
性
を
つ
く
り

上
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

◇
民
俗
学
者
の
柳
田
國
男
（
や
な
ぎ
だ 

く
に
お
）
さ 

ん
は
、「
敬
神
（
け
い
し
ん
）
は
日
本
人
の
道
徳
」
だ
と 

仰
（
お
っ
し
ゃ
）
い
ま
し
た
。 

言
い
か
え
る
な
ら
ば 

「
敬
神
は
、
日
本
人
の
習
い
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

◇
私
共
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、「
食
べ
る
も
の 

で
体
が
つ
く
ら
れ
、
聞
い
た
言
葉
で
心
が
つ
く
ら
れ
、 

発
し
た
言
葉
で
未
来
が
つ
く
ら
れ
る
」
そ
う
で
す
。 

 

す
べ
て
、
自
分
が
選
ん
で
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
不
平 

不
満
ば
か
り
言
っ
て
も
未
来
が
明
る
く
な
る
わ
け
で 

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
天
然
の
無
常
」
で
あ
る
大
自
然 

の
な
せ
る
災
害
に
、
我
々
は
無
力
で
あ
り
ま
す
か
ら
、 

今
あ
る
命
に
感
謝
を
し
、
お
陰
様
で
と
い
う
謙
虚
な
気 

持
ち
を
忘
れ
な
い
、
ま
さ
に
、「
朝
に
祈
り
、
夕
べ
に
感 

謝
」
と
い
う
敬
神
と
い
う
日
本
人
の
道
徳
、
日
本
人
の 

習
い
で
す
。 

さ
ら
に
、
私
た
ち
は
生
き
る
た
め
に
必 

死
に
毎
日
を
過
ご
し
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
な
く 

て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
、
知 

恵
を
だ
し
あ
う
、
創
意
工
夫
が
必
要
で
す
。 

そ
し
て
、 

「
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん 

が
、「
神
様
が
お
守
り
く
だ
さ
り
、
き
っ
と
よ
く
な
る
」 

と
い
う
希
望
と
い
う
「
神
信
心
」
を
持
ち
続
け
、
そ
の 

希
望
を
共
有
す
る
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
ゆ 

く
、
そ
の
生
活
こ
そ
、「
敬
神
生
活
」
な
の
で
す
。 

「
神 

道
と
い
う
は
人
々
日
用
の
間
に
あ
り
」、
神
道
は
、
祭
典 

神
事
の
奉
仕
だ
け
で
は
な
く
、
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か 

に
あ
る
の
で
す
。 

「
人
々
日
用
」
で
あ
る
「
感
謝
、 

謙
虚
、
工
夫
、
希
望
」
と
い
う
四
Ｋ
の
「
日
本
人
の
習 

い
」
と
い
う
べ
き
敬
神
生
活
を
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。 

 

宮
司
プ
レ
ス
第
百
四
十
二
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号 

 

彦
島
八
幡
宮 

宮
司
ニ
ュ
ー
ス 

 

発
行
者 

彦
島
八
幡
宮 

 
 
 
 
 
 

宮
司 

柴
田 

宜
夫 

 

発 

行 

平
成
三
十
一
年 

三
月 

二
十
日 

      



  

◇
一
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
歳
旦
祭 

＊
一
月
一
日 

 

□
本
宮
、
田
の
首
八
幡
宮
、
福
浦
金
刀
比
羅
宮 

 

貴
布
禰
神
社 

▼
元
始
祭 
＊
一
月
三
日 

▼
会
社
安
全
祈
願
祭
参
拝 

＊
一
月
三
日
～
八
日 

▼
下
関
市
倫
理
法
人
会
参
拝 

＊
一
月
九
日 

▼
下
関
市
中
央
倫
理
法
人
会
参
拝 

＊
一
月
十
日 

▼
六
連
島
八
幡
宮
初
籠
り 

＊
一
月
十
一
日 

 

▼
ど
ん
ど
焼
き 

＊
一
月
十
四
日 

 

▼
月
次
祭 

＊
一
月
十
五
日 

 

▼
養
殖
わ
か
め
火
入
式 

＊
一
月
十
七
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
一
月
二
十
一
日 

 

◇
一
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◆
早
起
会
新
年
会 

＊
一
月
六
日 

 
 

◆
田
の
首
八
幡
宮
新
年
会 

＊
一
月
十
三
日 

 
 

◆
維
蘇
志
会
新
年
会 

＊
一
月
十
四
日 

 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◆
山
口
県
神
社
総
代
会
役
員
会
＊
一
月
二
十
二
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
参
与
顧
問
会 

＊
一
月
二
十
二
日 

 
 

◆
下
関
支
部
新
年
総
会 

＊
一
月
二
十
五
日 

 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

◆
例
会 

＊
一
月
九
日
、
三
十
日 

◆
理
事
会 

＊
一
月
九
日 

 

▼
人
権
擁
護
委
員
活
動 

 
 

◆
人
権
相
談
業
務
に
従
事 

＊
一
月
三
十
日 

 
 

◆
人
権
研
修 

＊
一
月
三
十
日 

 

▼
自
治
会
活
動 

 
 

◆
役
員
会 

＊
一
月
十
六
日 

▼
教
誨
活
動
、
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 

◆
集
合
教
誨(

女
子)

、
集
合
教
誨(

男
子)  

 

＊
一
月
二
十
八
日 

◇
二
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

 

＊
二
月
一
日
、
十
五
日 

▼
節
分
祭 

＊
二
月
三
日 

▼
建
国
祭 

＊
二
月
十
一
日 

 

□
本
宮 

 

午
前
十
時 

 

□
下
関
市 

午
後
二
時
二
十
分 

 

▼
初
午
祭 

 
 

□
福
浦
稲
荷
神
社 

 

＊
二
月
十
日 

 
 

□
下
関
三
井
化
学
㈱ 

＊
二
月
十
四
日 

 
 

□
彦
島
製
錬
㈱ 

 
 

＊
二
月
二
十
六
日 

▼
祈
年
祭 

□
本
宮 

 
 
 
 
 

＊
二
月
十
七
日 

 

□
六
連
島
八
幡
宮 

 

＊
二
月
二
十
五
日 

□
田
の
首
八
幡
宮 

 
＊
二
月
二
十
七
日 

▼
横
浜
デ
ィ
エ
ヌ
エ
ー
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
下
関
フ
ァ

ン
集
い
の
会
参
拝 

＊
二
月
二
十
三
日 

※
Ｔ
Ｙ
Ｓ
テ
レ
ビ
山
口
、
毎
日
新
聞
、
朝
日
新
聞

山
口
新
聞
、
読
売
新
聞
取
材 

▼
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
奉
祝
祭 

＊
二
月
二
十
四
日 

 
 ◇

二
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◆
神
道
会
世
話
人
会 

＊
二
月
十
六
日 

 
 

◆
彦
島
八
幡
宮
リ
ー
グ
監
督
会
議 

＊
二
月
十
九
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
幹
事
会 

 

＊
二
月
七
日 

◆
下
関
市
建
国
祭
反
省
会 

＊
二
月
十
一
日 

 
 

◆
御
代
替
対
策
委
員
会 

＊
二
月
十
二
日 

◆
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

＊
二
月
十
二
日 

◆
山
口
県
神
社
庁
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

 

＊
二
月
十
三
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
例
祭 

＊
二
月
十
三
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
教
学
研
究
部
研
修
会 

 

＊
二
月
二
十
五
日
（
住
吉
神
社
） 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
教 

講
師
会
祭
典
後
講
話
研
修
会 

 
 
 

＊
二
月
二
十
六
日
（
周
南
市
、
山
崎
八
幡
宮
） 

 

▼
自
治
会
活
動 

 
 

◆
迫
町
防
災
訓
練 

＊
二
月
二
十
八
日 

▼
教
誨
活
動
、
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 

◆
新
入
時
指
導
講
話
（
女
子
） 

＊
二
月
二
十
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◆
西
山
小
Ｃ
Ｓ
あ
い
さ
つ
運
動 

＊
二
月
八
日 

 
 

◆
西
山
小
Ｃ
Ｓ
運
営
協
議
会 

＊
二
月
二
十
日 

 
 

◆
西
山
小
感
謝
の
集
い 

＊
二
月
二
十
八
日 


